北斗市新幹線新駅開業ロゴマーク・キャッチフレーズの利用に関する規程
 （趣旨） 

第１条　この規程は、北斗市新幹線新駅開業ロゴマーク・キャッチフレーズ（以下「ロゴマーク等」という。）を利用する場合の取り扱いに関して必要な事項を定めるものとする。
 （利用手続） 

第２条　ロゴマーク等を利用して事業活動を行おうとする者は、北斗市に対し、あらかじめ北斗市新幹線新駅開業ロゴマーク等利用届出書（様式第１号）（以下「届出書」という。）にロゴマーク等を利用するもののデザインの分かる書面を添付して提出しなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限りでない。 

(１)　国又は地方公共団体が利用する場合 

(２)　新聞、テレビ、雑誌等報道関係機関が報道目的に利用する場合 

(３)　北斗市の後援又は共催事業に係る場合 

(４)　北斗市が構成員として加わった実行委員会等が主催するイベント等で利用する場合
(５)　事業活動に係る儀礼的行為（年賀状、名刺の交換等）を行う場合 

(６)　その他北斗市が別に定めた場合
２　届出書を提出した者が、届出内容を変更しようとする場合も、その都度、届出書を事前に北斗市に提出しなければならない。 

（利用基準） 

第３条　前条の届出内容が次に掲げる各号のいずれかに該当する場合は、ロゴマーク等を利用できないものとする。 

(１)　北斗市や新幹線新駅開業に対する信用や品位を害すると認められる場合 

(２)　消費者の利害を害すると認められる場合 

(３)　特定の政治活動や宗教活動に関すると認められる場合 

(４)　法令や公序良俗に反すると認められる場合
(５)　ロゴマーク等のみに特化して商品化し、それをもって商行為する場合
(６)　この規程に反すると認められる場合 

(７)　その他、不適当と認められる場合 

（受理及び通知） 

第４条　北斗市は、第２条の規定による届出書の提出を受けた時は、速やかにその内容を確認し、第３条の規定に基づき、北斗市新幹線新駅開業ロゴマーク等受理書（様式第１号（破線下部））により利用の可否を通知するものとする。
２　前項の規定により利用可の通知を受けた者（以下「利用者」という。）は、ロゴマーク等を無償で利用することができる。 

（利用の範囲） 

第５条　利用者は、ロゴマーク等を商品及び景品本体並びにそのパッケージ及び当該物品の広告物等においても利用することができる。
（経過報告） 

第６条　ロゴマーク等の利用から３年を経過した際（利用期間が３年に満たない場合を除く。）は、北斗市に現在の利用状況について報告するものとする。
（意匠の保持） 

第７条　利用者は、第４条の規定により利用可の通知を受けたもの（以下「物品」という。）の意匠について、別に定めるロゴマーク・キャッチフレーズマニュアルに従うものとし、本来の意匠との同一性を損なわないようにしなければならない。 

（確認） 

第８条　利用者は、物品の発売等の前に、物品の完成品が分かる資料（写真等）を北斗市に提出しなければならない。 

２　北斗市は、前項による確認の結果、物品が適切でないと認める場合は、利用者に対して是正を求めることができるものとし、利用者はこれに速やかに応じなければならない。 

３　前項の規定による是正に要する費用は、利用者が負担するものとする。 

（権利設定の禁止） 

第９条　利用者は、ロゴマーク等について、知的財産に関する一切の権利を新たに設定または登録してはならない。
（経費等の負担） 
第10条　北斗市は、利用者に対し、ロゴマーク等の利用に伴う一切の経費又は役務を負担しない。

（紛争の解決） 

第11条　利用者は、ロゴマーク等の利用に関して、第三者との間に紛争が生じた場合は、自己の責任と費用負担において解決するものとし、北斗市に対し何ら迷惑をかけないものとする。 

（製造の委託における管理監督責任） 

第12条　利用者は、物品の製造を第三者に委託しようとする場合は、受託者がこの規程に違反することが無いよう管理監督責任を負わなければならない。 

２　受託者の違反行為により、北斗市が損害を受けた場合は、利用者がその損害を賠償しなければならない。 

（損害賠償） 

第13条　利用者の物品の構造上、製造上その他の瑕疵により第三者が損害を受け、その結果、北斗市が当該第三者に対する損害賠償、訴訟費用その他の費用を支出した場合は、利用者は北斗市に対して、直ちにその費用を弁償しなければならない。 
（利用の中止） 

第14条　北斗市は、次の各号のいずれかに該当する場合又はその恐れがある場合は、書面による通知により、この規程の遵守や利用の中止を求めることができる。 

(１)　利用者が第８条第２項の規定による是正の求めに応じなかったとき 

(２)　利用者がこの規程に違反したとき 

(３)　利用者によるこの規程の遵守が困難であると認められる相当の事由があるとき 

(４)　ロゴマーク等に関する北斗市の権限の行使に支障が生じたとき 

２　利用者は、利用の中止を求められた場合は、自己の責任と費用負担において、ロゴマーク等を利用し製造した一切の物品の販売等を停止し、又は廃棄処分しなければならない。 

３　利用の中止により、北斗市又は第三者に損害賠償、訴訟費用その他の費用が生じた場合は、利用者はその費用を負担しなければならない。 

（補則） 

第15条　この規程に定めるもののほか、ロゴマーク等の取り扱いに関する必要な事項は北斗市が別に定める。 

附　　 則 

この訓令は、平成２４年　７月３０日から施行する。
